
本年度は本園飼育ニホンザルから生きた精子が採取できなかったため人工授精実施に至らなかった。また、凍結

融解精子の先体喪失が確認 され、凍結精子を用いた人工授精成功のためには精液採取および凍結手技の向上が必須
であると考えられる。

C-4二 卵性ふた こチ ンパ ンジーの行動発達 に関す る比較認知発達研究

安藤寿康(慶 慮義塾大 ・文),岸 本健(聖 心女子大),上 野有理(滋 賀県立大 ・人間文化学部),川 上文人(東 京工

業大),絹 田俊和,福 守朗(高 知県立のいち動物公園)所 内対応者:友 永雅 己

高知県立のいち動物公園に2009年4.月1に 誕生 した二卵性のふたこチンパ ンジーの行動発達の過程を、月1回

縦断的に観察 し、ヒ トのふたこの発達過程 と比較 した。ふたこは母親のみならず、血縁 のない特定の雌成体 とそれ

ぞれ親密 な関係 を築き、母親の過度 な子育て負担は回避 されていた。また独立な行動や並行遊びをする日寺問が多い

が、ヒ トにみ られる食べ物の贈与な どの利他的行動は見 られなかった。相互の じゃれ合いは時々発生 し、身体運動

能力が精緻になるにつれて、その頻度 を増 しているよ うに思われた。また個別 に遊んでいる ときで も、他方に対す

る注意が完全にな くなっているわけではなく、一方 が移動すると遅れて他方 も同方向に移動す ることがしばしば観

察 された。

〈学会発表 〉
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安藤寿康,ほ か 比較双生児学の試み一幼児期 のヒ トとチ ンパ ンジーの動画像 から.第25回 日本双生児研究

学会学術講演会.平 成23年1月29日,東 京.

安藤寿康、ほか チンパンジーのきょうだい関係 一比較双生児学の試み(2).第26回 日本双生児研究学会学術

講演会.平 成24年1.月28日,東 京.

C-5チ ンパンジーの視覚 ・注意に関す る比較認知研究

牛谷智一(千 葉大 ・文学部),後 藤和宏(京 都大 ・生命科学系キャ リアパス形成ユニ ット)所 内対応者:友 永雅

己

本研究は、チンパ ンジーの視覚処理 をヒ トのそれ と比較す ることで、両者における共通点 と相違点か ら、視覚お

よび視覚的注意の進化的要因を解明す ることを目的としている。視覚に関す る研究では、刺激画像に含まれ るヒ ト

またはチンパンジーの視線方向の弁別 をす る場合、視線先の物体の有無で難易度が どう変化す るかを検討 した。ヒ

ト成人被験者 を用いた予備実験をおこなったが、物体の有無による視線方向の弁別難易度に関する有意な差が見 ら

れなかった。今後、ヒ ト成人で刺激および課題手続 きを再検討 した上で、チ ンパ ンジーを被験体 とす る検討 をお こ

な う。

注意に関しては、これ までの実験により、画面上の物体 といった 「ま とま り」を単位 に賦活するような視覚的注

意過程(オ ブジェク トベースの注意)が チンパンジーにもあることが明 らかになったことか ら、今回は、物体の形

状が注意 の賦活に どう影響す るかを検討 した。物体の形状を操作 し、想定される注意の移動経路は異なるが、移動

元 と移動先の直線距離を統制 した刺激 を用意 して、現在テス トを実施 中である。引き続き物体の形状の影響 を調べ、

今後はよ り複雑な視覚風景上の刺激属性が どのようにチンパ ンジーの視覚的注意を捕捉す るか解明 してい く予定

である。

C-7霊 長類 における胎児期か ら思春期までの脳形態の発達的変化 に関す る比較研究

酒井朋子(京 都大 ・理 ・生物科学),中 務真人,国 松豊,巻 島美幸(京 都大 ・理),山 田重人(京 都大 ・医),藤 澤

道子(京 都大 ・野生動物),鵜 殿俊史(チ ンパ ンジー ・サ ンクチュア リ ・宇土)所 内対応者:友 永雅己

平成23年 度の共 同利用研究では、当初の計画通 り、3次 元磁気共鳴画像法(MRI)を 用いて、若成体期を迎えた

霊長類研究所のチンパンジー(11歳)の 脳形態 に関する縦断的計測を行った。

また、霊長類研究所のチンパ ンジーの生後6ヶ.月 か ら6歳 における前頭前野の発達 に注 目した研究が、カレン ト

バイオ ロジー誌(2011年 、21巻 、1397-1402頁)の 原著論文 として記載 された。チンパンジーの前頭前野の白質容

積は、 ヒ トと同様に、発達期間が他 の領域に比べ、特に延長 されていた。 しかしなが ら、チンパンジーの前頭前野

の白質容積の増加 率は、 ヒトよ りも著 しく低 く、前頭前野の神経連結の強化がヒ トに比べ弱いことが示唆 された。

言い換 えれば、ヒ トの前頭前野の神経連結の著 しい強化が、ヒ ト固有のより複雑な社会性の発達や経験に基づ く知

識 ・技術 の獲得に寄与 していることが示唆 された。

ヒ トでは、前頭前野な どの高次の脳領域において思春期に伴 う動的な発達的変化 が示 され ることが報告 されてい

る。チンパ ンジーにおいて も、思春期に伴 う成長スパー トが示 され るのだろ うか。あるいは、そのような発達様式

はヒ ト固有の ものであ り、ヒ ト特異的な脳構造を形成する要因の一つ となるのであろ うか。今後 も、思春期、オ ト

ナ期へ と続 くチンパ ンジーの脳形態の発達的変化 を通 して、ヒトの脳 の進化的由来をさらに解明 していく予定であ

る。

C-10屋 久島低地林のニホンザル野生群 における2群 同時追跡 による群間関係 の検討

鈴木滋(龍 谷大 ・国際文化),藤 田志歩(鹿 児島大 ・農),下 岡ゆき子(帝 京科学大 ・生命環境),杉 浦秀樹(京 都

大 ・野生動物研究セ ンター)所 内対応者:半 谷吾郎

群間関係が競合的である屋久島低地のニホンザル個体群における、隣接群の 日常的な影響 を、遊動域利用、音声
コ ミュニケーシ ョン、α オスメスの社会関係 か ら検討する。そのため、隣接群 との共有域や群れ間の空間的距離、
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共有食物パ ッチな どをめぐって、移動速度や、採食速度、音声頻度、個体間距離 などが、他群 との競合を意識 した

ものになっているかどうかを調べた。調査期間は2011年8.月20日 か ら連続7日 間に、屋久島西部域の半山地域の

隣接2群(AT群 とE群)を 、4人 の調査者 によって、それぞれの群れ2頭 ずつ(aオ スとaメ ス)の 同日寺個体追

跡 を行った。個体間距離や移動速度 は、それぞれの調査者 がGPSを 携帯 して個体の空間的位置を記録 して分析 し

た。行動(移 動 ・採食 ・休息 ・毛づ くろいな ど社会交渉)、 最近接個体、採食対象、音声等を記録 した。調査期間

中(ひ とつの群れの観察お よそ58時 間相 当)に 、群れ同士の出会いが一回観察 され、出会 う前の対峙的な状況 と、
一方の群れの急接近 と他方の群れの退却がみ られ

、調査対象群間の敵対的(競 合的)関 係 を確認 した。計画では、

この期間は非発情期 としていたが、実際には期間中に片方の対象群のaメ スが発情 し、aオ スと頻繁 に交尾 を行っ

たため、交尾行動に群れ の遊動が影響 を うけていた。また、採食対象 としては、群れ問の競合の要因 となるイチジ

ク属アコウの結実樹 を頻繁に使 うことが期待 されていたが、今期間中は結実がほとんどみ られず、群れ間が出会 う

頻度 を下げていた可能性が高い。 こうした点を考慮の うえで、データの詳細の分析は継続中である。

C-12霊 長類 における排卵の制御機構 に関す る研究

東村博子,前 多敬一郎,大 蔵聡,上 野山賀久(名 大 ・院 ・生命農)所 内対応者:鈴 木樹理

げっ歯類 とは異な り、霊長類ではエス トロジェンによるゴナ ドトロピンの大量放 出が雌雄両方 に見 られ ることを

明らかに してきた。このことは霊長類 においてエス トロジェンのポジテ ィブフィー ドバ ック作用を仲介する神経機

構が雌雄 ともに存在す ることを示唆 してい る。本研究は、ゴナ ドトロピン放 出ホルモン(GnRH)分 泌促進因子で

ある神経ペプチ ド、キスペプチンの発現およびその活性化 を組織学的に解析することによって、霊長類において排

卵 を誘起す るゴナ ドトロピンの大量放出を制御する脳 内メカニズムの解 明を目的 とした。ニホンザル雌雄計ll頭

を用 い、ニホンザルの繁殖(交 尾)期 に一連の実験 を行 った。先ず性腺除去を行い、次 にその半数の個体にエス ト

ロジェンを投与 した。その後、灌流固定 を行い、視床 下部を採取 した。Kiss1遺 伝子発現細胞をinsituhybridazation

により検 出す るとともに、エス トロジェン処理によりKissl発 現細胞における最初期遺伝子cFosタ ンパ クの発現 を

免疫組織化学により検討 した。その結果、現在 までに、雌のKiss1発 現細胞において、エス トロジェン依存性のcFos

タンパク発現を見いだ した。現在同様の解析を採取 した雄個体について始めてお り、Kissl細 胞でのcFosタ ンパ ク

発現を検討 し、雌雄の結果を総合的に精査 して霊長類 における排卵の制御機構の解明を 目指す。

(4)随 時募集研究

D-1ニ ホンザルの保全学史に関す る研究(2)

和 田一雄 所 内対応者:渡 邊邦夫

猿害は1970年 代後半か ら激化 し、それ と並行 してニホンザルの駆除数は激増 した。2000年 代 には駆除数が年間

1万 頭 を突破 した。それ故、サル保全学の社会的役割が重要性を増 した。京大霊長研 と日本モ ンキーセ ンターの周

辺状況を確認す る。霊長研 の共同利用研究の動向は 日本のそれを反映すると考 える。野外研究を抜き出す と、1969

年の4件 から1974年 の最多24件 にな り、その後漸減 した。その調査地は、初期には全 国各地 に分布 していたが、

次第に屋久島 と金華 山に集 中、縮小 してきた。

共同研究の中で、現況研究会はサルの保全を 目的にした重要な集会である。それは1972-77年 、1990-91年 、1993

年、1995-97年 、に行 われた。調査 ・研究が活発 であった1970年 代 には6年 間継続 して行 われたが、1978年 か ら

1989年 まで開催 されず、再開 しても断続的で、1998年 以降開催 され なかった。

1956年 に設立された 日本モンキーセンターは、実験動物供給を1つ の目標に したが、野猿公苑 の役割を博物館

活動 に置いた若手研究者の意見によって、野猿愛護連盟は解散、機 関紙 「野猿」は廃刊 された。また、普及活動 と

して高 く評価 されていた 「モンキー友の会」が解散 し、その機関紙 の 「モンキー」は廃刊になった。野猿 もモンキ
ー も保全では一役買っていたのである。

霊長研のニホンザル野外観察施設 は2008年 に閉鎖 され、サル保全の拠点が霊長研から消失 した。いずれ も、ニ

ホンザル保全研究の推進に欠 くべか らざる要素であった。

D-2霊 長類集団における意志決定の リスク と遅延の関係

マ リエ ・ペ レ(ス トラスブルグ大学)所 内対応者:渡 邊邦夫

集 団生活を営む種に とって、全ての個体の行動が調和 し、かつま とまって行動す ることが重要である。その場合、

如何 に早 く正確に、集団 としての意志決定が行われるのかとい うことが問題になるが、意志決定の早 さと正確 さの

間には、 トレー ド・オフの関係がある。また集団の大きさや構成 も、集団としての意志決定に影響す る。 こ うした

集団 としての意志決定過程 を明 らかにし、また意志決定の早 さと個体問での行動上での齪齪がお こる場合は、どう

い う要因が関係 しているのかを明らかにす ることを目標に、第2キ ャンパスの放飼群 を対象に観察 を行 った。 しか

し、実際 に個体識別を し群れ個体問の社会関係 における基本的情報 を収集 していたが、諸般の事情か ら帰国を余儀

なくされ、今回の滞在期間中にそれ以上の観察に踏み込むことはできなかった。 しか し、観察方法の具体的な組み

立てや、実験的手法の組み合わせ等、再訪 した場合 にはす ぐ研 究を開始す ることができるだけの、見通 しを得 るこ

とができた。今後、再来 日してこの課題での研究を再開することを計画 している。

D-3サ ルの表情伝染に関す る研究
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